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0．はじめに 

「現代における和風」とは何かが問われてい

る。注1）「和風」という言葉は、明治期に創出

され、戦後に一般化した。また、時を経て社会

的事情が大きく変わった今では、意味内容が変

化している。情報化社会の影響を大きく受けた

「今の和風」は、「洋風」の対義語として創ら

れた「和風」とは区別をする必要もある。 

本研究では、「和風」の概念を整理した上で、

「和風」をキーワードにweb調査を行い、現在

捉えられている「今の和風」の用語を抽出する

ことから始める。そして、京都と東京のデザイ

ンサーベイから、建築における「今の和風」と

は何かを実証していく。 

 

1.「和風」の概念 

ここで対象とする「和風」は、近現代に「洋

風」と対置された「和風」である。しかし、佐

藤道信の研究によれば、‘日本的’の意味で使

われている「和風」は、戦前まで一般的な用語

ではなかった。注2）それ以前は、「おだやかな

風。暖かな風。春風。」（広辞苑第五版）のよ

うに「風」の意味が、既存であったと述べてい

る。それまで、意識していなかったものを意識

し始めると、そのイメージは著しく変わってい

くことがわかる。 

 同じようなことは、鎌倉時代にもあった。従

来と違う建築が、「宋」から入って来た際に、

新しきものは「唐様」または「天竺様」とし、

従来のものは「日本様（現在の和様）」と用語

を付けている。しかし、その「日本様」と言わ

れていたものも、奈良時代に「唐」から伝わっ

た仏教建築である。また、伊藤延男によれば、

これらの「唐様」「天竺様」「日本様」の用語

がすべてそろうのは、江戸中期という。注3）

 このように、今の「和風」も同様に、‘日本’

的なるもの、‘和’的なるものは、時代と共に

変化している。 

 

2．Webを用いた和風認識の調査 

2-1．調査概要 

 情報社会における「和風」に対するイメージ

は、以前と変わっている。そこで、建築におけ

る「和風」のイメージを探り、現時点での状況

を整理し分析する。 

本章では、情報化社会の担い手である情報端

末、つまりweb（インターネット）を用いた調

査を行う。媒体として、検索エンジン（google）

を用いた。 

 まず、検索エンジン（google）で、キーワー

ド「和風」を検索し、上位300件をリストアッ

プする。その後、一つのサイトにつき、調査所

要時間30分～60分程度とし、そのサイトで何

を和風としているかを挙げていく。その後、挙

げていった「和風」のキーワードを「ファサー

ドにあるもの」「屋内にあるもの」「地域」「素

材」「生活」「文化・歴史」「その他」の6種

7項目で分類をする。 

 

 

 
 

 



2-2．種別における割合 2-4．「建築の遺伝子」による「和風」のイメージ 

全般的に「和風」という言葉の持つイメージ

をfig.1で見ていくと、「リンク集」を除く上

位三種別、「shop」「宿泊施設」「飲食店」で

全体の 56％を占めている。これは、「和風」

のイメージが、多くの商業目的に利用されてい

ることを示している。また、「和風」という言

葉と同時に「四季」「懐かしい」「落ち着く」

といった言葉を売り文句にしているサイトが

多くあった。「和風」と、それにつながる常套

文句で、イメージを上げている。 

 まず、「建築の遺伝子」をファサードの項目

と、屋内の項目に分け、集計を行った。ここで

の「建築の遺伝子」とは、建築を構成し、誰も

が確認できる物理的な因子の事を指す。構法の

如何は問題にしていない。 

 街路から確認することの出来ない項目の分

類については、「座敷」（該当45回）と「畳」

（該当 42 回）が、他を大きく引き離し、「和

風」のイメージを強く与えていることが分かっ

た。その他には、「床の間」「掛け軸」「襖」

「囲炉裏」が該当10回を超えている。 

 次に、街路から確認することの出来る「ファ

サード」の項目を分類すると、該当回数の並び

に、変化があることがわかった。「遺伝子」の

数は、全部で 69 項目であるが、４回該当した

項目と 10 回該当した項目の間に大きな差が表

れている。そこで、本研究ではこの 10 回以上

該当した遺伝子(table 1)により、３章で収集

したデータを分類する。 

table 1 10回以上該当した遺伝子 

 
fig. 1 webサイト種別における割合 

2-3．地名による「和風」のイメージ 

 地名で「和風」をイメージさせているサイト

は 58 サイトあった。その中で、一番多かった

ものは、京都を指すもので31件（84件中）で

ある。これは、京都の持つ「和風」のイメージ

の強さがよくわかる。その他に注目すべき点は、

「日本」の14件と、アジアを指すものの10件

（日本を含まず）である。本来は、日本の中に

あった「和風」が、日本それ自体をさすものに

なっている。つまり、日本の中に「和風」があ

るのではなく、「和風」の中に日本があるので

ある。 

 

 

3．デザインサーベイ 

3-1.調査概要 

 

 
本調査は、「平安京大路調査並びに江戸城外

堀内調査」を元にする。ここでの調査は、京都

と東京の都市の成り立ちを考え、「平安京」と

「江戸城」に注目し場所の選定を行った。そし

て、「平安京」は計画当時「大路」と言われて

いた道を、「江戸城」では外堀内の江戸時代か 



ら続く道をデザインサーベイし、「京都の遺伝

子」としてデータを収集した。

table 4 「平安京大路・江戸城外堀内調査」の分類結果 

注4）

この調査は、平安京大路調査 10 名、江戸城

外堀内調査４名で行い、調査員は全員、山本良

介の著書注5）を援用して、基礎研究を行ってい

る。その著書の中に 60 項目の「遺伝子」が挙

げられているのでtable 2 に示す。また、web

調査で収集したデータとの照合も同時に示す。  

3-4．データ分析 table 2 60項目の遺伝子とweb調査との照合 

table 4の分類を見ていくと、「格子」「瓦」

の項目は「平安京大路」「江戸城外堀内」の両

者とも多く該当している。一方、「行灯」「暖

簾」「切妻」「真壁」「土壁」は、その違いが

大きく現れた。「行灯」「暖簾」は「江戸城外

堀内」で多く現れ、「切妻」「真壁」「土壁」

は「平安京大路」で多く現れている。 

 2-4の「10回以上該当した遺伝子」の該当順

位と、ここでのデータを比較すると、web調査

における「和風」のイメージは「平安京大路」

よりも「江戸城外堀内」の方が近いことがわか

る。これは、2-2で述べたように、「和風」イ

メージを利用した商業の割合が高いことと、

「江戸城外堀内」において、その商業利用率の

高さが同調しているからである。また、2-3の

地名による「和風」のイメージには反して、「江

戸」つまり「東京」の方がwebでいう「和風」

のイメージに近いのである。また、2-3で東京

を指すものは6件であった。 

 
3-2．京都の遺伝子  

「京遺伝子のゆくへ」注 4）では、京都の遺伝

子が現在どのような状況になっているのか、

様々な視点から分析した。すでに、単なる表象

的なものに変化しつつあるのか、または、表象

的なものこそが、これからの「遺伝子」の残り

方なのかを考察した。 

両者とも多く該当したものに、「瓦」「格子」

がある。「瓦」は、両者とも１位２位に入って

いるが、「格子」は、「江戸城外堀内」が１位

で、「平安京大路」では4位5位である。これ

は、「東京」の方が、「和風」を表現する上で

「格子」を重要なものと位置づけていることを

表している。 

3-3．データの分類 

 対象となる写真は、合計 1,190 枚である。

（table 3）2-3 で、「和風」のイメージにお

ける京都のイメージが重要なことが明らかと

なった。そこで、2-4 で挙げた 12 の項目を用

い、データを分類していく。また、平安京に関

しては、このデザインサーベイの妥当性を知る

為に、縦軸と横軸に分けて分類を行っている。

（table 4） 

 Web調査における該当回数一位の「行灯」に

ついても見ていくと、「平安京大路」では 10

位と 11 位であるが、「江戸城外堀内」では４

位である。これも、簡単に「和風」に見せるこ

とが出来る「遺伝子」といえる。 

table 3 「平安京大路江戸城外堀内調査」写真枚数  次に fig. 2 を見ていくと、「平安京大路調

査」の「横軸」と「縦軸」の歩合が近似してい

ることがわかる。これは、このデザインサーベ

イの妥当性が得られたことを示している。また、

 

 



4．まとめ 「平安京大路」の場合は、主に「格子」「瓦」

「切妻」「真壁」「土壁」の5つの「遺伝子」

に集中しているにも関わらず、「江戸城外堀内」

の場合は、9％以上の「遺伝子」が7つもあり、

使用が分散していると言える。つまり、「平安

京大路」は「遺伝子集束型」であり、「江戸城

外堀内」は「遺伝子拡散型」といえる。これは、

「平安京大路」が「和風」のイメージの強い遺

伝子を拡散しない一方で、「江戸城外堀内」は

「和風」のイメージが強い遺伝子をかき集めて

使用していると言える。 

 「今の和風」とは、現在の社会が及ぼしてい

る現象を反映し、変化している姿を写し出して

いる。本研究で指摘した「和風」は、かつて「洋

風」が日本に入ってきた際の「擬洋風」と同じ

ように、「擬和風」という状態にあるのでない

かと考える。 

 

_____________________________________________________________________ 

<注> 
注 1）第 24 回住総研シンポジウム「和風の誕生」－視覚化され

た日本－」(2004.7.9)によって討議された内容である。シンポ

ジウムの記録は、片山和俊編,「すまいろん秋号（通巻72号）

別冊」,住宅総合研究財団発行,（2004.10）に収録されている。 

注2）佐藤道信,“内外”“公私”のなかの「和」と「日本」, 住

宅総合研究財団研究論文集No.31（2004） 

注3）伊藤延男,日本建築における和様の展開,日本の美学9,ペリ

カン社発,pp61～74,（1986） 

注4）京都コミュニティデザインリーグ編,「京都げのむno.5」,

京都ＣＤＬ事務局発行,p105～108,（2005.6） 
注5）山本良介,建築思潮研究所編,京都―建築と町並みの＜遺伝

子＞,建築資料研究所発行 
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fig. 2 地域毎における歩合 
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